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目ばかり・手ばかりによる食品重量推測に関する研究 
 



































 平成 25 年７月、平成 26 年４月・10 月に実施した。 
1.2．調査対象 
 本学食物栄養学専攻 12B 生 37 名、13B 生 33 名、14B 生 21 名、計 91 名。 
1.3．調査方法・統計方法 































 平成 25 年７月に行った 12B 生（２年生）と 13B 生（１年生）の手ばかりによる誤差率の比
較では、８食品で 12B 生のほうが有意に成績が良かった（図１）。また、目ばかりによる誤差







次に、平成 26 年 10 月に行った 13B 生（２年生）と 14B 生（１年生）の手ばかりによる誤差
率の比較では、特に有意な差は見られなかったが、６食品で 14B 生のほうが誤差率が低かった
（図２）。また、目ばかりによる誤差率の比較でも、特に有意な差は見られなかったが、９食
品で 14B 生のほうが誤差率が低かった。 
12B 生、13B 生の学年比較では、１年半の専門授業を学習している２年生のほうが誤差率が


























































 14B 生手ばかり誤差率の全体平均では入学時（H26.4）は 44.8％、半年（H26.10）で 28.0％、
目ばかりでは入学時（H26.4）は 44.2％、半年（H26.10）で 28.3％であった。半年の期間で急
激に誤差率が低くなっているということがわかった（表４）。13B 生が１年半かかっていると
ころを 14B 生は半年間でそれ以上の誤差率が低くなっていることがわかった。 



























 図 3 13B 生 目ばかり・手ばかり誤差率の変化 
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